
 いなざわ９条の会事務局ニュース 
 冬本番。第一級の寒波が日本列島を覆い、雪は枯木に花を咲かせました。子

どもらばかりでなく、18日の日曜日はみなさんも、何か心ウキウキしませんで

したか。 

 さて、12 月 17 日の第２回世話人会は、①事務局体制②今後の活動について

――議論しました。 

①は事務局長に山田耕作、次長に茶原正士、財政に愛葉行徳、情報宣伝に竹

山寛の４氏を選びました。４氏はいずれも準備会段階の事務局メンバーです。 

 ②については▽「９条守れ」の声を多数派に▽会員の大幅獲得を目指す――

ために、どういった活動が必要なのかという点から話し合われました。 

 この議論を要約すると 

イ、市民会館大ホール（1300 席）を使った講演会を開こう。その催しを通して、

会の動きを多くの市民に知らせ会員を募る。大集会を開くことではずみが

つき、運動に自信が生まれる。 

ロ、まだ会員数は３００人足らずだ。１０００人規模の集会を開くなら会員は

少なくとも３０００か、４０００人ぐらい必要なのではないか。自公民は

次期国会で国民投票法案を上程しようと、束になって動いている。こちら

の勢力の力不足を感じており、１０００人を集められるか不安だ。 

ハ、呼びかけ人がたくさんいる。この人たちに動いてもらうためには刺激にな

る取り組みがいいのではないか。 

ニ、集会だけでなく、世話人会や会員が現在の憲法や自民党の憲法草案を学ん

だりすることも必要だ｡月に一度、小集会を企画しよう。 

ホ、戦争体験を聞く場もあったほうがいい。 

などでした。また、討論の中では、ユニークな名古屋弁を全国に紹介して人



気を博した女優の山田昌さんが「私は『この子たちの夏』という朗読劇に毎年、

参加している。この稲沢でも取り組んでください」と、市内の講演会で話され

たという紹介もありました。活発な議論となり、その結果 

 ０６年１１月１９日（日）午後、市民会館大ホールで「１周年記念行事」を

開く。事前にホールは押さえ、５月ごろまでに規模と内容を検討する。企画の

担当は古田さんと竹山さんとなりましたが「私も是非、加わりたい」という人

は、遠慮せず申し出てください。 

 また、小集会については、２月に映画会を企画します。山岸さんが日程、内

容などを担当します。また、小集会は 1、２ヶ月に一度連続的に開きますので、

希望内容をどしどし上げて下さい。すでに「７３１部隊に所属した兵隊を父に

持つ高校教師が、父親から聞いた体験を講演会などで紹介している。稲沢でも

聞いてみたい」との要望が届いています。 

 「９条を守れ」の輪を広げるために、ワッペン、グッズの制作を検討してみ

たらどうかという意見があり、次回世話人会までにアイデアを持ち寄ることと

しました。担当は茶原です。 

 次回世話人会は 1月 21 日午後７時、市民会館講習室で行います。 

 （伝言） 

原水爆禁止稲沢地区協議会の山岸さんからの要請です。成人式の 1月 8 日午

前９時から市民会館広場で、核兵器廃絶と憲法９条を守る署名行動を行います。

参加よろしく。 


